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を
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送
っ
て
く
れ
と
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わ
れ
、
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替
係
C
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振
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入
金
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電
子
計
算
機
処
理
を
さ
せ
た
。
第
二
に
A
は
、
翌
日
、
振
込
入
金
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
小
切
手
の
決
済
資
金
が
な
い
た
め
、
同
支
店
に
設
け
て
あ
っ
た
自
己
の
口
座
へ
の
入
金
振
込
処
理
を
計
画
し
て
、
B
に

お
金
は
間
違
い
な
く
入
る
が
、
遅
れ
て
い
る
の
で
、
先
に
当
座
に
入
れ
て
勘
定
を
締
め
て
く
れ
と
言
っ
て
指
示
し
、
B
は
そ
の
指
示
に

従
い
、
当
座
勘
定
入
金
票
（
入
金
者
A
、
金
額
二
、
八
○
○
万
円
）
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作
成
し
、
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店
の
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庶
務
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預
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に
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、
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計
算
機
に
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振
込
入
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等
の
事
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が
な
い
の
に
こ
れ
が
あ
っ
た
と
す

る
虚
偽
の
情
報
を
与
え
て
財
産
権
の
得
喪
・
変
更
に
か
か
る
不
実
の
電
磁
的
記
録
を
作
り
、
借
入
先
に
財
産
上
不
法
の
利
益
を
得
た
も

の
と
し
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、
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計
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機
使
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詐
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四
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損
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な
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よ
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誠
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に
職
務
を
遂
行
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き
任
務
を
有
し
て
い
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被
告
人
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が
、
そ
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任
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に
背
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、
信
用
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に
損
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を
与
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も
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と
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の
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を
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四
六
条
の
二
の
解
釈
・
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用
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
商
法
四
八
六
条
の
特
別
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
点
に
お
い

て
も
、
同
条
等
の
解
釈
・
適
用
を
誤
っ
て
い
る
と
し
て
控
訴
し
た
。
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「
被
告
人
は
自
己
の
個
人
的
債
務
の
支
払
に
窮
し
、
そ
の
支
払
の
た
め
、
勝
手
に
、
支
店
備
付
の
電
信
振
込
依
頼
書
用
紙
等
に
受
取

人
、
金
額
等
所
要
事
項
を
記
載
し
あ
る
い
は
部
下
に
命
じ
て
記
載
さ
せ
、
支
店
係
員
を
し
て
振
込
入
金
等
の
電
子
計
算
機
処
理
を
さ
せ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
人
が
係
員
に
指
示
し
て
電
子
計
算
機
に
入
力
さ
せ
た
振
込
入
金
等
に
関
す
る
情
報
は
、
い
ず
れ
も
現
実
に
こ

れ
に
見
合
う
現
金
の
受
入
れ
等
が
な
く
、
全
く
経
済
的
・
資
金
的
実
体
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
『
虚

偽
の
情
報
』
に
当
た
り
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
」

研
究

一
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
は
昭
和
六
二
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
は
先
進

諸
国
同
様
我
が
国
に
お
い
て
も
法
政
策
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
立
法
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
伝
統
的
な
財
産
犯
で
は
捕
捉
で
き
な

い
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
濫
用
行
為
が
出
現
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
例
え
ば
、
第
三
者
ま
た
は
内
部
の
非
権
限
者
が
金
融
機
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書
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等
に
受
取
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、
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等
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要
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項
を
記
載
し
あ
る
い
は
部
下
に
命
じ
て
記
載
さ
せ
、
支
庖
係
員
を
し
て
振
込
入
金
等
の
電
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計
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を
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、
被
告
人
が
係
員
に
指
示
し
て
電
子
計
算
機
に
入
力
さ
せ
た
振
込
入
金
等
に
関
す
る
情
報
は
、
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入
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の
で
、
立
法
に
よ
っ
て
犯
罪
化
し
、
処
罰
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
（
神
山
敏
雄
・
〔
新
版
〕
日
本
の
経
済
犯
罪
〔
平
成
＝
二
年
〕
二
二

九
頁
）
。

　
因
に
、
立
法
当
局
に
よ
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
立
法
の
趣
旨
は
次
の
点
に
あ
る
。
電
子
計
算
機
が
い
わ
ば
人
に
代
わ
っ
て
自

動
的
に
各
種
の
財
産
権
の
得
喪
、
変
更
の
事
務
を
処
理
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
虚
偽
の
情
報
や
不
正
の
指
令
を
与
え
て
他

人
の
シ
ス
テ
ム
中
に
不
実
の
電
磁
的
記
録
を
作
出
し
、
又
は
自
己
の
手
中
に
あ
る
虚
偽
の
電
磁
的
記
録
を
人
の
事
務
処
理
の
用
に
供
す

る
こ
と
に
よ
り
財
産
上
不
法
の
利
益
を
得
る
行
為
を
、
詐
欺
利
得
罪
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
新
た
に
処
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
あ

る
（
米
澤
慶
治
編
・
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
〔
昭
和
六
三
年
〕
一
一
三
頁
〔
的
場
純
男
〕
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
件
事
案
は
、
第
一
審
と
第
二
審
で
異
な
る
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
　
本
件
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
一
審
判
決
は
特
別
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
そ
こ
で
、
先
ず
一
審
判
決
を

見
る
こ
と
に
す
る
。
一
審
判
決
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
が
新
設
さ
れ
た
理
由
を
「
銀
行
実
務
そ
の
他
に
お
い
て
は
、
古
く
は
現
金

の
直
送
に
よ
り
、
そ
の
後
は
為
替
等
に
よ
っ
て
い
た
入
金
、
送
金
等
が
、
現
在
で
は
電
算
機
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
電
算
機
に
よ
る
入
力
が
従
前
の
入
金
、
送
金
の
手
段
に
と
っ
て
替
わ
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ

ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
不
正
に
操
作
し
、
入
金
、
送
金
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
偽
装
し
、
預
金
残
高
等
を
見
掛
け
上
増
加
さ
せ
る
な
ど
し

て
、
事
実
上
の
利
得
を
得
る
犯
罪
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
刑
法
二
四
六
条
の
二
を
設
け
て
、
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
と
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
「
入
金
、
送
金
の
権
限
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
権
限
を
濫
用
す
る
行
為
に
よ
り
入
金
、
送
金

を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
濫
用
行
為
自
体
が
犯
罪
を
構
成
し
、
電
算
機
に
よ
る
入
金
や
送
金
は
そ
の
犯
罪
に
随
伴
す
る
過
程
と
し
て
理

一702一
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は
、
第
一
審
と
第
二
審
で
異
な
る
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
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い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

本
件
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
が
、

一
審
判
決
は
特
別
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
そ
こ
で
、
先
ず
一
審
判
決
を

見
る
こ
と
に
す
る
。

一
審
判
決
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
が
新
設
さ
れ
た
理
由
を
「
銀
行
実
務
そ
の
他
に
お
い
て
は
、
古
く
は
現
金

の
直
送
に
よ
り
、

そ
の
後
は
為
替
等
に
よ
っ
て
い
た
入
金
、
送
金
等
が
、
現
在
で
は
電
算
機
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
電
算
機
に
よ
る
入
力
が
従
前
の
入
金
、
送
金
の
手
段
に
と
っ
て
替
わ
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ

ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
不
正
に
操
作
し
、
入
金
、
送
金
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
偽
装
し
、
預
金
残
高
等
を
見
掛
け
上
増
加
さ
せ
る
な
ど
し

て
、
事
実
上
の
利
得
を
得
る
犯
罪
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
刑
法
二
四
六
条
の
二
を
設
け
て
、
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
と
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
「
入
金
、
送
金
の
権
限
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
権
限
を
濫
用
す
る
行
為
に
よ
り
入
金
、
送
金

を
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
濫
用
行
為
自
体
が
犯
罪
を
構
成
し
、
電
算
機
に
よ
る
入
金
や
送
金
は
そ
の
犯
罪
に
随
伴
す
る
過
程
と
し
て
理
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解
す
る
の
が
法
の
趣
旨
に
即
し
た
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
入
金
、
送
金
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
に
電
算

機
を
使
用
し
て
実
際
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
見
せ
掛
け
を
生
ず
る
場
合
に
、
初
め
て
刑
法
二
四
六
条
の
二
の
虚
偽
の
情
報
、
不
正
の
指

令
の
要
件
を
充
た
す
こ
と
と
な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、
「
本
件
の
よ
う
に
、
支
店
長
や
そ
れ
に
代
っ
て
通
常
決

済
を
す
べ
き
者
が
了
解
を
与
え
、
そ
の
了
解
の
も
と
に
、
支
店
の
業
務
と
し
て
入
金
、
送
金
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

入
金
、
送
金
自
体
が
架
空
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
現
実
に
入
金
、
送
金
を
行
っ
た
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点

で
刑
法
二
四
六
条
の
二
の
予
想
す
る
犯
罪
類
型
と
異
な
る
行
為
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
は
、
「
支
店
長
と
し
て
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
業
務
の
中
で
、
自
己
の
た
め
に
資
金
手
当
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
そ

の
立
場
を
濫
用
し
て
、
業
務
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い
犯
罪
的
手
段
（
横
領
な
い
し
背
任
）
に
よ
り
資
金
手
当
を
講
じ
て
、
入
金
、
送
金

を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
害
者
は
勤
務
先
自
体
と
見
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
」
と
し
て
、
特
別
背
任
罪
を
認
め
た
（
判
例
時
報

一
四
四
〇
号
一
六
〇
1
一
六
一
頁
）
。

　
一
審
判
決
は
、
被
告
人
の
本
件
各
行
為
は
い
ず
れ
も
刑
法
二
四
六
条
の
二
（
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
）
の
構
成
要
件
を
充
足
し
な

い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
主
位
的
訴
因
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
予
備
的
訴
因
で
あ
る
業
務
上
横
領
と
特
別

背
任
に
つ
い
て
検
討
し
、
結
論
的
に
特
別
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
。

　
一
審
判
決
が
特
別
背
任
罪
を
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
法
令
適
用
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
本
判
決
も
指
摘
し
て

い
る
が
、
論
者
に
お
い
て
も
本
件
の
被
告
人
は
信
用
金
庫
の
支
店
長
で
あ
る
か
ら
、
商
法
四
八
六
条
一
項
の
適
用
は
な
く
、
特
別
背
任

罪
の
成
立
を
認
め
た
の
は
明
白
な
法
令
適
用
の
誤
り
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
る
（
西
田
典
之
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
立

が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
、
同
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
否
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
〇
一
＝
号
九
五
頁
）
。

一703一

解
す
る
の
が
法
の
趣
旨
に
即
し
た
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
入
金
、
送
金
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
に
電
算

機
を
使
用
し
て
実
際
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
見
せ
掛
け
を
生
ず
る
場
合
に
、
初
め
て
刑
法
二
四
六
条
の
二
の
虚
偽
の
情
報
、
不
正
の
指

令
の
要
件
を
充
た
す
こ
と
と
な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、
「
本
件
の
よ
う
に
、
支
庖
長
や
そ
れ
に
代
っ
て
通
常
決

済
を
す
べ
き
者
が
了
解
を
与
え
、

そ
の
了
解
の
も
と
に
、
支
庄
の
業
務
と
し
て
入
金
、
送
金
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

入
金
、
送
金
自
体
が
架
空
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
現
実
に
入
金
、
送
金
を
行
っ
た
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点

コンビュータ詐欺罪(電子計算機使用詐欺罪)の成否

で
刑
法
二
四
六
条
の
こ
の
予
想
す
る
犯
罪
類
型
と
異
な
る
行
為
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
は
、
「
支
底
長
と
し
て
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
業
務
の
中
で
、
自
己
の
た
め
に
資
金
手
当
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

そ

の
立
場
を
濫
用
し
て
、
業
務
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い
犯
罪
的
手
段
(
横
領
な
い
し
背
任
)

に
よ
り
資
金
手
当
を
講
じ
て
、
入
金
、
送
金

-703-

を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
害
者
は
勤
務
先
自
体
と
見
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
」
と
し
て
、
特
別
背
任
罪
を
認
め
た

(
判
例
時
報

一
四
四

O
号
二
ハ

O
ー
一
六
一
頁
)
。

一
審
判
決
は
、
被
告
人
の
本
件
各
行
為
は
い
ず
れ
も
刑
法
二
四
六
条
の
二
(
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
)

の
構
成
要
件
を
充
足
し
な

い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
主
位
的
訴
因
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
予
備
的
訴
因
で
あ
る
業
務
上
横
領
と
特
別

背
任
に
つ
い
て
検
討
し
、
結
論
的
に
特
別
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
。

一
審
判
決
が
特
別
背
任
罪
を
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
法
令
適
用
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
本
判
決
も
指
摘
し
て

い
る
が
、
論
者
に
お
い
て
も
本
件
の
被
告
人
は
信
用
金
庫
の
支
店
長
で
あ
る
か
ら
、
商
法
四
八
六
条
一
項
の
適
用
は
な
く
、
特
別
背
任

703 

罪
の
成
立
を
認
め
た
の
は
明
白
な
法
令
適
用
の
誤
り
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
る
(
西
田
典
之
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
立

が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
、
同
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
否
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
一

O
一
二
号
九
五
頁
)
。

解
す
る
の
が
法
の
趣
旨
に
即
し
た
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
入
金
、
送
金
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
に
電
算

機
を
使
用
し
て
実
際
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
見
せ
掛
け
を
生
ず
る
場
合
に
、
初
め
て
刑
法
二
四
六
条
の
二
の
虚
偽
の
情
報
、
不
正
の
指

令
の
要
件
を
充
た
す
こ
と
と
な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、
「
本
件
の
よ
う
に
、
支
庖
長
や
そ
れ
に
代
っ
て
通
常
決

済
を
す
べ
き
者
が
了
解
を
与
え
、

そ
の
了
解
の
も
と
に
、
支
庄
の
業
務
と
し
て
入
金
、
送
金
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

入
金
、
送
金
自
体
が
架
空
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
現
実
に
入
金
、
送
金
を
行
っ
た
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点

コンビュータ詐欺罪(電子計算機使用詐欺罪)の成否

で
刑
法
二
四
六
条
の
こ
の
予
想
す
る
犯
罪
類
型
と
異
な
る
行
為
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
は
、
「
支
底
長
と
し
て
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
業
務
の
中
で
、
自
己
の
た
め
に
資
金
手
当
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

そ

の
立
場
を
濫
用
し
て
、
業
務
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い
犯
罪
的
手
段
(
横
領
な
い
し
背
任
)

に
よ
り
資
金
手
当
を
講
じ
て
、
入
金
、
送
金

-703-

を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
害
者
は
勤
務
先
自
体
と
見
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
」
と
し
て
、
特
別
背
任
罪
を
認
め
た

(
判
例
時
報

一
四
四

O
号
二
ハ

O
ー
一
六
一
頁
)
。

一
審
判
決
は
、
被
告
人
の
本
件
各
行
為
は
い
ず
れ
も
刑
法
二
四
六
条
の
二
(
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
)

の
構
成
要
件
を
充
足
し
な

い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
主
位
的
訴
因
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
予
備
的
訴
因
で
あ
る
業
務
上
横
領
と
特
別

背
任
に
つ
い
て
検
討
し
、
結
論
的
に
特
別
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
。

一
審
判
決
が
特
別
背
任
罪
を
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
法
令
適
用
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
本
判
決
も
指
摘
し
て

い
る
が
、
論
者
に
お
い
て
も
本
件
の
被
告
人
は
信
用
金
庫
の
支
店
長
で
あ
る
か
ら
、
商
法
四
八
六
条
一
項
の
適
用
は
な
く
、
特
別
背
任

703 

罪
の
成
立
を
認
め
た
の
は
明
白
な
法
令
適
用
の
誤
り
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
る
(
西
田
典
之
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
立

が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
、
同
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
否
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
一

O
一
二
号
九
五
頁
)
。
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一
審
判
決
が
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
理
由
は
、
被
告
人
が
支
店
長
と
し
て
の
権
限
を
濫
用
し
、
業
務
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い
犯
罪
的

手
段
（
横
領
な
い
し
背
任
）
に
よ
り
資
金
手
当
を
講
じ
て
、
入
金
、
送
金
を
命
じ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
被
告
人
の
振
込
入
金

処
理
を
ど
う
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
振
込
入
金
処
理
は
被
告
人
が
部
下
に
指
示
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
A
の
行
為

の
実
体
及
び
形
式
は
、
自
己
の
債
務
返
済
の
た
め
に
入
金
も
せ
ず
に
、
書
類
上
入
金
し
た
か
の
ご
と
く
装
い
、
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
支
店
長
の
権
限
内
で
同
信
用
金
庫
の
業
務
と
し
て
虚
偽
の
情
報
を
使
用
し
て
他
人
ま
た
は
本
人
に
融
資
す

る
と
か
、
支
払
を
す
る
と
か
の
類
と
は
性
質
を
異
に
す
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
二
頁
）
。
従
っ
て
、
一
審
判
決
が
、
被
告
人
の

振
込
入
金
処
理
を
権
限
内
の
業
務
行
為
と
捉
え
て
背
任
罪
と
し
た
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
二
頁
）
。

　
そ
れ
で
は
、
第
二
審
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
被
告
人
が
部
下
に
指
示
し
て
こ
れ
ら
の
金
額
の
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ
た
こ
と
が
電
子

計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
先
ず
、
こ
れ
ら
の
振
込
入
金
処
理
が
「
虚
偽
の
情
報
」
に
あ
た
る
か
が
問
題
と

な
る
（
西
田
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
）
。
虚
偽
の
情
報
と
は
、
事
実
に
反
す
る
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ
と
（
神
山
敏

雄
・
前
掲
書
二
三
二
頁
）
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
が
部
下
に
指
示
し
て
な
し
た
振
込
入
金
処
理
は
虚
偽
の
情
報
を
与
え
た
こ
と
に
な

る
。
本
判
決
も
、
本
件
に
お
い
て
は
、
「
被
告
人
は
自
己
の
個
人
的
債
務
の
支
払
に
窮
し
、
そ
の
支
払
の
た
め
、
勝
手
に
、
支
店
備
付

け
の
電
信
振
込
依
頼
書
用
紙
等
に
受
取
人
、
金
額
等
所
要
事
項
を
記
載
し
あ
る
い
は
部
下
に
命
じ
て
記
載
さ
せ
、
支
店
係
員
を
し
て
振

込
入
金
等
の
電
子
計
算
機
処
理
を
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
人
が
係
員
に
指
示
し
て
電
子
計
算
機
に
入
力
さ
せ
た
振
込
入
金
等
に

関
す
る
情
報
は
、
い
ず
れ
も
現
実
に
こ
れ
に
見
合
う
現
金
の
受
入
れ
等
が
な
く
、
全
く
経
済
的
・
資
金
的
実
体
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
『
虚
偽
ノ
情
報
』
に
当
た
り
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
」
（
高
刑
集
四
六
巻
二
号
二
〇
〇

頁
）
と
す
る
。
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一
審
判
決
が
背
任
罪
の
成
立
を
認
め
た
理
由
は
、
被
告
人
が
支
店
長
と
し
て
の
権
限
を
濫
用
し
、
業
務
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い
犯
罪
的

手
段
(
横
領
な
い
し
背
任
)
に
よ
り
資
金
手
当
を
講
じ
て
、
入
金
、
送
金
を
命
じ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
被
告
人
の
振
込
入
金

49 (山梨学院大学〕

処
理
を
ど
う
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
振
込
入
金
処
理
は
被
告
人
が
部
下
に
指
示
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
A
の
行
為

の
実
体
及
び
形
式
は
、
自
己
の
債
務
返
済
の
た
め
に
入
金
も
せ
ず
に
、
書
類
上
入
金
し
た
か
の
ご
と
く
装
い
、
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
支
庖
長
の
権
限
内
で
同
信
用
金
庫
の
業
務
と
し
て
虚
偽
の
情
報
を
使
用
し
て
他
人
ま
た
は
本
人
に
融
資
す

る
と
か
、
支
払
を
す
る
と
か
の
類
と
は
性
質
を
異
に
す
る
(
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
二
頁
)
。
従
っ
て
、

一
審
判
決
が
、
被
告
人
の

法学論集

振
込
入
金
処
理
を
権
限
内
の
業
務
行
為
と
捉
え
て
背
任
罪
と
し
た
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
(
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
二
頁
)
。

そ
れ
で
は
、
第
二
審
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
被
告
人
が
部
下
に
指
示
し
て
こ
れ
ら
の
金
額
の
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ
た
こ
と
が
電
子

一 704-

計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
先
ず
、
こ
れ
ら
の
振
込
入
金
処
理
が
「
虚
偽
の
情
報
」
に
あ
た
る
か
が
問
題
と

な
る
(
西
国
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
)
。
虚
偽
の
情
報
と
は
、
事
実
に
反
す
る
デ

l
タ
を
入
力
す
る
こ
と
(
神
山
敏

雄
・
前
掲
書
二
三
二
頁
)
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
が
部
下
に
指
示
し
て
な
し
た
振
込
入
金
処
理
は
虚
偽
の
情
報
を
与
え
た
こ
と
に
な

る
。
本
判
決
も
、
本
件
に
お
い
て
は
、
「
被
告
人
は
自
己
の
個
人
的
債
務
の
支
払
に
窮
し
、
そ
の
支
払
の
た
め
、
勝
手
に
、
支
庖
備
付

け
の
電
信
振
込
依
頼
書
用
紙
等
に
受
取
人
、
金
額
等
所
要
事
項
を
記
載
し
あ
る
い
は
部
下
に
命
じ
て
記
載
さ
せ
、
支
庖
係
員
を
し
て
振

込
入
金
等
の
電
子
計
算
機
処
理
を
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
人
が
係
員
に
指
示
し
て
電
子
計
算
機
に
入
力
さ
せ
た
振
込
入
金
等
に

関
す
る
情
報
は
、

い
ず
れ
も
現
実
に
こ
れ
に
見
合
う
現
金
の
受
入
れ
等
が
な
く
、
全
く
経
済
的
・
資
金
的
実
体
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
『
虚
偽
ノ
情
報
』
に
当
た
り
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
」
(
高
刑
集
四
六
巻
二
号
二

0
0

頁
)
と
す
る
。
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そ
れ
で
は
、
第
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審
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が
部
下
に
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し
て
こ
れ
ら
の
金
額
の
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ
た
こ
と
が
電
子

一 704-

計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
先
ず
、
こ
れ
ら
の
振
込
入
金
処
理
が
「
虚
偽
の
情
報
」
に
あ
た
る
か
が
問
題
と

な
る
(
西
国
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
)
。
虚
偽
の
情
報
と
は
、
事
実
に
反
す
る
デ

l
タ
を
入
力
す
る
こ
と
(
神
山
敏

雄
・
前
掲
書
二
三
二
頁
)
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
が
部
下
に
指
示
し
て
な
し
た
振
込
入
金
処
理
は
虚
偽
の
情
報
を
与
え
た
こ
と
に
な

る
。
本
判
決
も
、
本
件
に
お
い
て
は
、
「
被
告
人
は
自
己
の
個
人
的
債
務
の
支
払
に
窮
し
、
そ
の
支
払
の
た
め
、
勝
手
に
、
支
庖
備
付

け
の
電
信
振
込
依
頼
書
用
紙
等
に
受
取
人
、
金
額
等
所
要
事
項
を
記
載
し
あ
る
い
は
部
下
に
命
じ
て
記
載
さ
せ
、
支
庖
係
員
を
し
て
振

込
入
金
等
の
電
子
計
算
機
処
理
を
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
人
が
係
員
に
指
示
し
て
電
子
計
算
機
に
入
力
さ
せ
た
振
込
入
金
等
に

関
す
る
情
報
は
、

い
ず
れ
も
現
実
に
こ
れ
に
見
合
う
現
金
の
受
入
れ
等
が
な
く
、
全
く
経
済
的
・
資
金
的
実
体
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
『
虚
偽
ノ
情
報
』
に
当
た
り
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
」
(
高
刑
集
四
六
巻
二
号
二

0
0

頁
)
と
す
る
。
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と
こ
ろ
で
、
本
判
決
が
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
を
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
を
ど
う
解
す
る
か
に
つ
き
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な

さ
れ
る
。
先
ず
本
判
決
は
本
件
振
込
入
金
処
理
が
虚
偽
の
情
報
に
当
た
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺

罪
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
（
西
田
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
）
、
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
場

合
、
被
告
人
は
、
当
該
金
銭
に
つ
い
て
の
処
分
権
を
有
せ
ず
（
当
該
信
用
金
庫
が
そ
れ
を
有
す
る
）
、
本
来
の
処
分
権
者
の
処
分
意
思

に
反
し
た
「
不
実
の
電
磁
的
記
録
」
を
作
出
し
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
、
そ
れ
故
に
、
被
告
人
の
行
為
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺

罪
に
該
当
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
二
頁
）
。

三
　
被
告
人
は
部
下
に
指
示
し
て
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
自
ら
直
接
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
不
正
操
作
し
て
は
い
な

い
。
従
っ
て
、
直
接
正
犯
が
成
立
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
判
決
は
言
及
し
て
い
な
い
が
ど
の
よ
う
に
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
虚
偽
の
情
報
を
与
え
る
態
様
と
し
て
は
、
情
を
知
ら
な
い
第
三
者
を
利
用
し
て
入
力
さ
せ
る
間
接
正
犯
的
な
態
様
も

含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
（
米
澤
慶
治
編
・
前
掲
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
ご
…
頁
）
。
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
A
の
指
示
を

受
け
た
B
、
C
、
D
が
、
本
件
入
金
処
理
を
被
告
人
の
指
示
を
架
空
の
も
の
と
認
識
し
て
い
な
が
ら
行
っ
た
の
か
否
か
が
問
題
と
な

る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
判
決
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
B
、
C
、
D
は
、
お
そ
ら
く
本
件
入
金
処
理
が
架
空
の
も
の
で
あ
る
旨
を
認
識
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
る
（
西
田
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
七
頁
）
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
詐
欺
罪

は
成
立
せ
ず
、
B
、
C
、
D
は
道
具
で
は
な
い
の
で
、
被
告
人
は
問
接
正
犯
と
は
な
り
え
な
い
か
ら
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
は
成

立
せ
ず
、
背
任
罪
が
成
立
す
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
る
（
山
中
敬
一
「
信
用
金
庫
支
店
長
の
指
示
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
利
用

振
込
入
金
と
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
否
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
六
三
号
〔
平
成
五
年
〕
四
八
頁
）
。
ま
た
、
支
店
長
代
理
ほ
か
の

職
員
は
、
本
来
、
当
該
被
告
人
の
行
為
を
阻
止
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
（
片
面
的
）
共
犯
と
も
い
え
る
の
で
、
従
っ
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と
こ
ろ
で
、
本
判
決
が
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
を
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
を
ど
う
解
す
る
か
に
つ
き
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な

さ
れ
る
。
先
ず
本
判
決
は
本
件
振
込
入
金
処
理
が
虚
偽
の
情
報
に
当
た
る
か
ら
、

そ
こ
か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺

罪
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

(
西
田
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
)
、
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
場

合
、
被
告
人
は
、
当
該
金
銭
に
つ
い
て
の
処
分
権
を
有
せ
ず
(
当
該
信
用
金
庫
が
そ
れ
を
有
す
る
)
、
本
来
の
処
分
権
者
の
処
分
意
思

に
反
し
た
「
不
実
の
電
磁
的
記
録
」
を
作
出
し
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
、

そ
れ
故
に
、
被
告
人
の
行
為
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺

コンビュータ詐欺罪(電子計算機使用詐欺罪)の成否

罪
に
該
当
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

(
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
二
頁
)
。

被
告
人
は
部
下
に
指
示
し
て
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
自
ら
直
接
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
不
正
操
作
し
て
は
い
な

い
。
従
っ
て
、
直
接
正
犯
が
成
立
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
判
決
は
言
及
し
て
い
な
い
が
ど
の
よ
う
に
解
す
べ

-705-

き
で
あ
ろ
う
か
。
虚
偽
の
情
報
を
与
え
る
態
様
と
し
て
は
、
情
を
知
ら
な
い
第
三
者
を
利
用
し
て
入
力
さ
せ
る
間
接
正
犯
的
な
態
様
も

含
む
と
解
さ
れ
て
い
る

(
米
、
揮
慶
治
編
・
前
掲
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
二
一
三
頁
)
。
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
A
の
指
示
を

受
け
た

B、

C
、
D
が
、
本
件
入
金
処
理
を
被
告
人
の
指
示
を
架
空
の
も
の
と
認
識
し
て
い
な
が
ら
行
っ
た
の
か
否
か
が
問
題
と
な

る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
判
決
の
認
定
に
よ
れ
ば
、

c、
D
は、

お
そ
ら
く
本
件
入
金
処
理
が
架
空
の
も
の
で
あ
る
旨
を
認
識
し

B 

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
る

(
西
国
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
七
頁
)
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
詐
欺
罪

は
成
立
せ
ず
、

B 

c、
D
は
道
具
で
は
な
い
の
で
、
被
告
人
は
間
接
正
犯
と
は
な
り
え
な
い
か
ら
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
は
成

立
せ
ず
、
背
任
罪
が
成
立
す
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
る

(
山
中
敬
一

「
信
用
金
庫
支
庖
長
の
指
示
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
利
用

705 

振
込
入
金
と
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
否
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
六
三
号
〔
平
成
五
年
〕
四
八
頁
)
。
ま
た
、
支
庖
長
代
理
ほ
か
の

職
員
は
、
本
来
、
当
該
被
告
人
の
行
為
を
阻
止
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は

(
片
面
的
)
共
犯
と
も
い
え
る
の
で
、
従
っ

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
が
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
を
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
を
ど
う
解
す
る
か
に
つ
き
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な

さ
れ
る
。
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決
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振
込
入
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偽
の
情
報
に
当
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か
ら
、
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か
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て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺

罪
が
肯
定
さ
れ
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し
て
い
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と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

(
西
田
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
五
頁
)
、
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
場

合
、
被
告
人
は
、
当
該
金
銭
に
つ
い
て
の
処
分
権
を
有
せ
ず
(
当
該
信
用
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庫
が
そ
れ
を
有
す
る
)
、
本
来
の
処
分
権
者
の
処
分
意
思

に
反
し
た
「
不
実
の
電
磁
的
記
録
」
を
作
出
し
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
、

そ
れ
故
に
、
被
告
人
の
行
為
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺

コンビュータ詐欺罪(電子計算機使用詐欺罪)の成否

罪
に
該
当
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

(
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
二
頁
)
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告
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振
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の
の
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ュ
ー
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操
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い
な

い
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従
っ
て
、
直
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犯
が
成
立
す
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こ
と
に
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な
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い
。
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-705-
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か
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え
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さ
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慶
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一
部
改
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解
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一
三
頁
)
。
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い
て
は
、
被
告
人
A
の
指
示
を

受
け
た

B、

C
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告
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B 
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七
七
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て
、
被
告
人
に
は
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
と
も
さ
れ
る
（
西
田
典
之
・
前
掲
判
例
評
論
四
三
三
号
七
七
頁
）
。
し
か
し
、

入
金
が
あ
り
得
な
い
と
知
り
な
が
ら
も
、
指
示
通
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
命
令
に
よ
る
間
接
正
犯
形
態
の
電

子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
三
頁
。
な
お
、
大
山
弘
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の

検
討
i
二
つ
の
判
例
を
契
機
と
し
て
ー
」
行
政
社
会
論
集
六
巻
一
号
〔
平
成
五
年
〕
四
八
頁
、
上
篤
一
高
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪

の
成
否
－
信
用
金
庫
支
店
長
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
利
用
事
件
第
二
審
判
決
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
〇
三
六
号
〔
平
成
五
年
〕
一
〇
七

頁
）
。

　
そ
れ
で
は
、
B
、
C
、
D
が
被
告
人
A
の
入
金
す
る
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
振
込
入
金
処
理
を
し
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
場
合
、
被
告
人
A
は
B
、
C
、
D
を
欺
岡
し
て
振
込
入
金
処
理
を
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
従
来
の
詐
欺
罪
の
成
立
の
余
地
が
あ

り
、
あ
え
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
規
定
を
適
用
す
る
必
要
も
な
く
な
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
三
頁
）
。
従
っ
て
、
従
来
の
詐
欺

罪
が
成
立
す
る
の
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
か
は
事
実
認
定
に
よ
る
。
本
件
は
、
も
と
も
と
支
店
長
の
権
限
外
の
領
得

行
為
で
あ
り
、
も
し
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
に
よ
る
処
理
で
は
な
く
、
現
金
を
取
り
扱
っ
て
い
れ
ば
横
領
罪
に
該
当
す
る
性
質
の
も
の

で
あ
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
三
頁
）
。
そ
の
意
味
で
、
二
審
の
事
実
認
定
が
妥
当
で
あ
り
、
一
審
の
よ
う
に
、
被
告
人
A
に
対

し
背
任
罪
の
責
任
を
問
う
の
は
妥
当
で
な
い
と
解
す
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
三
頁
）
。
た
だ
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
権
限
外
の
行
為
で
あ
れ
ば
背
任
罪
が
成
立
し
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
判
例
は
、
背
任
罪
と
他
罪
と
の
関
係
に

お
い
て
、
詐
欺
罪
や
横
領
罪
が
成
立
す
れ
ば
そ
れ
ら
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
（
大
判
大
三
・
一
二
・
二
二
刑
録
二
〇
・
二

五
九
六
、
最
判
昭
二
八
・
五
・
八
刑
集
七
・
五
・
九
六
五
頁
）
。
こ
の
こ
と
は
、
背
任
罪
が
現
行
刑
法
に
お
い
て
初
め
て
独
立
の
犯
罪

と
し
て
登
場
し
た
犯
罪
概
念
で
あ
り
、
ま
た
、
背
任
罪
は
横
領
罪
と
同
じ
く
信
任
関
係
違
背
の
犯
罪
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
の
、
両
罪

一706一
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て
、
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告
人
に
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電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
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立
す
る
と
も
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れ
る
(
西
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典
之
・
前
掲
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例
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三
三
号
七
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。
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か
し
、

入
金
が
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な
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と
知
り
な
が
ら
も
、
指
示
通
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
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た
な
ら
ば
、
命
令
に
よ
る
間
接
正
犯
形
態
の
電
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テ
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振
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違
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と
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の
の
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両
罪
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の
関
係
は
法
条
競
合
に
あ
り
、
背
任
罪
が
横
領
罪
に
対
し
て
補
充
関
係
に
立
つ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
（
安
里
全
勝
「
横
領
罪

と
背
任
罪
の
区
別
に
つ
い
て
の
考
察
（
一
）
（
二
・
完
）
」
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
七
号
〔
昭
和
五
九
年
〕
二
九
頁
以
下
、
八
号
〔
六

〇
年
〕
二
五
頁
以
下
参
照
）
。
従
っ
て
、
も
し
も
横
領
罪
や
詐
欺
罪
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
背
任
罪
の
登
場
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
に

な
る
（
神
山
敏
雄
・
前
掲
書
二
四
三
頁
）
。
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